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地区HP 地区行事予定

会員数 出席数 出席免除 出席率 全員出席卓 3名以上欠席卓 メークアップ 出席率訂正
名 名 名 ％ 卓 卓 名 ％

89 58 5 67.44 10 3・6・7・8
9・12 18 88.37

次週のプログラム
12 月 10 日（火）の例会は，君山毅国際奉仕委員長
より訪台報告を伺います。

本日のプログラム
年次総会を行います。

嵐山花灯路 （撮影 井坂公一会員）



【委員会報告】
ロータリー財団委員会	 海老原　一　郎　委員長

今年度の財団寄付は本日が締切となります。また，先週レターボックスに，ポリオ・プラス・ソサエティー（Ｐ
ＰＳ）の申込書を配布致しました。ポリオ根絶のため，毎年 100 ドルを寄付するプログラムです。
多くの方に入会して頂きたいと思います。併せてどうぞ宜しくお願い致します。

親睦活動委員会	 大 山 直 樹 委員長
12 月 17 日（火）例会終了後クリスマス家族懇親会が開催されます。出欠がまだの方は本日中に宜しくお願い致し

ます。

【地区出前卓話】
ロータリー財団委員会　ロータリーカード推進委員長

端 　 敦 宣 様
本日は，ロータリー財団月間に因み，地区より出前卓話に参りました。どうぞ宜しくお
願い致します。

ロータリー財団の概要
・正式名称は「国際ロータリーのロータリー財団」
・自発的な寄付のみで支えられている非営利財団
・国際ロータリーの目的を推進するための単独の信託機関
ロータリー財団の使命
ロータリアンが以下の活動を通じて世界理解・親善・平和を構築できるよう支援すること：
・人々の健康状態の改善
・質の高い教育の提供
・環境保全への取り組み
・貧困の撲滅

財団の運営と評価
・資金の 88%がプログラムの補助金や運営費に使用
・チャリティナビゲーターから 15 年連続で最高評価を獲得
寄付と補助金
・年次基金，ポリオプラス基金，恒久基金などへの寄付目標が設定されている
・地区補助金，グローバル補助金，災害救援補助金の 3種類の補助金制度がある
ポリオ根絶活動
・ロータリーの長年の重点活動
・世界のポリオ発症数は 99.9% 減少
・根絶まであと一歩の段階
ロータリーカード
・	カード利用額の 0.3% または 0.5% がポリオ根絶活動に寄付される

この卓話は，ロータリー財団の重要性と活動内容，特にポリオ根絶活動への
取り組みを強調しています。また，会員に対して寄付や補助金の活用を促して
います。
今後とも，ロータリー財団へのご協力を宜しくお願い致します。

※参考
https://www.perplexity.ai/search/tu-pu-nan-rotarikurahunozhuo-h-JhENWQOYSeSUlmwxM97M6A

2024-2025年度ロータリー財団 出前卓話

ロータリー財団とは
正式名称は、「国際ロータリーのロータリー財団」です。
非営利財団で、ロータリアンをはじめ、より良い世界を
築こうというビジョンを共有する財団支援者の自発的な
寄付のみによって支えられています。 国際ロータリーの
目的を推進するための単独の信託機関として、全資産を
維持、投資、管理、運営しています。

1917年、当時のRI会長アーチ・クランフが、
「世界でよいことをするための」基金の設
置を提案。このビジョン、そして26ドル50
セントの最初の寄付が、全世界で多くの人
の人生を変える財団へと発展しました。

The Rotary Foundation (TRF)



大髙年度の具体的寄付目標

・補助金の活用

年次寄付 ＄１５０以上／人

・ポリオ根絶のための運動の加速

ポリオプラス寄付 ＄３０以上／人

・恒久基金（ベネファクター）

各クラブ一人以上

・ポリオ・プラス・ソサエティ（PPS）会員

各クラブ一人以上

・ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）会員

地区100人以上維持

 ベネファクター : 各クラブ1 名以上
 PPS：各クラブ一人以上
 PHF・PHS：地区100名の維持
 MD・AKS の推進

ロータリー財団の活用と支援

PPSポリオプラスソサエティについて

ポリオプラス・ソサエティ加入促進
「ポリオプラス・ソサエティ：PolioPlus Society（PPS）」プログラ
ムは、すでに多くの国々のロータリー会員が参加しており、毎年100ド
ルをロータリー財団の「ポリオプラス」への寄付をお約束いただける
ロータリー会員に登録していただき、登録証とソサエティメンバーの

ピンバッジを受取っていただくものです。

入会方法 
地区のホームページより、ポリオプラス・ソサエティ申込書をダウンロード

ダウンロード後、申込書にご記入いただき、 
地区ガバナー事務所にメールかＦＡＸにて送信下さい。

グローバル補助金

複数国のロータリークラブ／地区による
協同活動に対して授与され、
大規模（活動予算３万ドル以上）で
測定可能な成果を生む持続可能な活動が対象

グローバル補助金プロジェクトの醍醐味
 大規模な国際的活動に参加 –ダイナミズムを実感
 地域社会のニーズに応える –世界で良いことをしよう
 世界規模の連帯と友情の輪を拡げる

ポリオプラス

歴史をつくる カウントダウン
ポリオは根絶できる。みんなの力があれば。

人類が撲滅できた唯一の感染症、それは天然痘。次はポリオの番だ！

1. ポリオに最も感染しやすいのは５歳未満の子ども
2. 治療法はないがワクチンで予防が可能
3. 野生型ポリオウイルスの常在国はわずか２ヵ国
4. 1988年以来、発症数は99.9%減少
5. ポリオを永久になくさない限り、感染リスクは全世界の子どもに

地区補助金とグローバル補助金

地区補助金(DG)

奉仕プロジェクト

奨学金

職業研修チーム

（VTT）

グローバル補助金(GG)

人道的プロジェクト

奨学金

職業研修チーム

（VTT）

地区別個別奉仕プロジェクト参加状況
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７つの重点分野 ロータリー奨学生の活躍

中満泉 氏
ジョージタウン大学（厚木RC）

(故) 緒方貞子 氏
ジョージタウン大学（東京RC）

元国連難民高等弁務官
女性として初のロータリー親善奨学生
上智大学名誉教授
曽祖父は犬養毅元首相

国連軍縮部門のトップ
一橋大学教授
フォーチュン誌発表の「世界の最も
偉大なリーダー50人」に選出

「超我の奉仕」という
ロータリーのモットーに
深い感銘を受け、人生の
指針となった（本人談）



ロータリーカード
ロータリーのクレジットカードは、買物に利用するだけでポリオ根
絶活動を支援できます。また、このカードを使えば使うほど、多く
の人にロータリーを知ってもらうことができるでしょう。

＜ロータリーのクレジットカード・プログラム＞
カード利用金額に応じて、ポリオ根絶の活動資金を支援できます。
２０００年にこのプログラムが開始されて以来、既に860万米ドル
が財団に寄付され、そのうち360万ドルがポリオ根絶活動に役立て
られました。

冠名基金への感謝
冠名基金とは、寄付者または特定の方のお名前のついた基
金です。元金はそのままで、投資収益の一部のみが寄付者
の指定したプログラムに恒久的に活用できるものです。

2820地区の冠名基金のご紹介
新井義三・喜美子奨学金基金 基金番号：E10558
グローバル補助金用の基金
2820地区が申請するグローバル奨学金の原資として活用させていただいてお
ります。

片岡信彦・雅子基金 基金番号： E10859
財団シェア（WF＋DDF）に対する基金
2820地区の申請する地区補助金やグローバル補助金の原資として活用させて
いただいております。


